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国

際

婦

人
年

の
今
年
、
全
国
の
働
く
婦
人
は
、
男
女
の
平
等
に

む

け

て

向
け
て
、
賃
金
問
題
、

母

性

保

護
の

問

題

な

ど

が

熱

心

に

討

議

さ

れ

た

が

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
と
の
程
、
東
京
・
で
三
つ
の
申
央

閉

会

後

、

街

頭

デ

モ

な

苫

で

一

般

の

人

々

へ

の

理

解

と

協

力

を

呼

び

か

け

集

会

が

行

な

わ

れ

た

む

と

れ

ら

の

集

会

で

は

、

勤

労

婦

人

の

地

位

向

上

に

ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
た
e

(窓
会

の

寝

室

は

2
菌
に
あ
り
ま
す
)

保
護
と
平
等

活
発
な
論
議

公選法改慈反対も決議、感会だ。た帰国連など主催の中夫集会

10目2ラ日?

る
こ
と
を
約
束
し
て
連
れ
て
く
る
わ

ζ
金
大
変
な
仕
事
を
な
ぜ
私
た
ち
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
能
力
選
い
自
力
更
生
率
さ
す
国
々
に
帰
っ
て
一
一
一
一

望
す
か
鳥
文
部
省
の
撃
告
が
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、

と
い
っ
ね
け
で
は
、
決
し
て
な
い
ん
い
く
助
言
ち
に
、
暴

露

(

て

一一一

一

議
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
配
慮
浄
決
ど
こ
が
す
る
べ
き
な
の
か
、
考
え
て
で
す
。
翠
?
っ
て
い
う
の
は
撃
つ
)
露
ま
ぬ
よ
フ
、
安
心
し
て
勉
一
一
一
一

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。

量

い

ま
し
た
」

Eす
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
日
本
の
強
で
き
る
体
倒
産
っ
て

-
8
5
一一一一

国
美
学
長
山
あ
り
ま
す
が
、
い
文
部
省
が
、

塁

撃
伎
の
著
い
い
所
、
宗
室
雪
の
ま
ま
見
れ
ば
な
会
い
と
蓄
さ
ん
は
き

一一一一

ぎ
襲
警
受
け
入
れ
て
く
れ
柔
霊
警
H
牽
の
み
と
じ
た
の
は
て
帰
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
さ
の
遵
空
入
っ
て
ま
だ
一
年
一
一
一
一

学
還
す
と
な
る
と
乙
れ
が
大
変
な
監
禁
去
、
そ
の
奮
と
し
か
。
ζ
お
そ
い
闘
を
建
設
し

な

の
で
茶
、
私

自

へ

行

っ
て
一
一一
一

ん
で
す
ね
。
た
と
え
1

来
日
後
一
年

丈

襲
警
誉
学
園
々
は
文
て
い
乙

Z
Z若
い
人
た
ち
を
一

筆
し
た
経
験
実
家
族
量
れ

一一一
一

の
裏
と
い
う
の
宍
日
本
誌
菱
重
量
霊
」
老
て
い
問
、
日
本
語
の
教
育
委
げ
て
い
て
繁
の
学
問

2
2
5
5
5通い
て
お
く
の
で
は

2
2
5
3
3
一一一一

富

豪

重

奏

霊

の

る
荻
田
セ
キ
子
さ
ん
で
あ
る
。
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塁
宗
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容
Y委

理
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三
日
J
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判
明
ほ
苦
労
淀
川
内
る
家
庭
が
あ
れ
ば
、

患

い
ま
を
一
一
一
一

変
更
を
主
い
と
い
う
も
の
。
文

部

芸

定

数

量

解

す

る

乙

と

は

ま

ず

不

可

能

2
会
燃
…
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ぺ
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二
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棋

聖
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き
合
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い
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定
日
こ
も
巨
炎
刊
朝
識
調
1
古
川
…
設
怒
れ
は
れ
詩
諸

ー

π
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f
-
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目
当
面
司
1

闘

っ

腕

いじ
さ

一

一

冷

護

対

仮

設

一

遺
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室

長

た

ん

で

'

想

酵
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込

先

比

一

一

緩

饗

司

何
で
も
ト
コ
ト
ン
や
ら
な
き
ゃ

「

国

は

無

関

心

す

ぎ

ま

す

」

官

札

岨

輝

線

総
務
ゃ
が
い
一
号
忍
務
気
の
す
ま
な
い
方
で
す
か
ら
」
。

瞳
瞳
圏
臨
輔
朝
丸
二
ど
う
J
H
ぬよいよ)総
長

七

夕

、

よ

こ

の

荻

田

さ

午

藍

に

撃

し

鵬
姻
溜
翻
輔
副
圃
闘
闘
期
間
叫げし
Y

棋
撚
緋
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ず
棄
は
な
ん
と
日
本
語
号
、

運
動
に
も
嚢
き
く
だ
さ
っ

低

い

と

し

三

者

量

的

に

鵬

醐

盟

国

総

務

総

;

警

護

さ

さ

い

物

翠

有

宇

宙

線

の

研

等

学

教
育
や
経
済
、
法
律
は
学
び
た
〈
と
て
い
た
の
で
、
直
訴
と
い
う
非
常
手
引
き
受
け
て
く
れ
な
い
の
手
。

E
z
-
-
1
一

u

i

j

i
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.

J

il-

-

Z持
っ
て
い
る
。
大
き
な
宇
宙
棺

喜
べ
な
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
段
に
皇
い
結
果
が
出
ま
し
た
が
、

議
留
学
生
は
、
各
自
分
で
受
蓄
系
の
方
が
憲
系
よ
り
難
し
く
な
く
、
ζ
と
ば
が
わ
か
ら
な
い
な
ら
手
で
コ
ス
モ
ポ
刀
タ
的
だ
っ
た
の

る
。
留
学
生
た
ち
は
日
本
来
た
さ
に
今
度
の
問
題
を
通
じ
て
廠
3klん
こ
と
号
て
入
学
し
手
が
、
そ
の
長
留
学
生
の
学
力
ち
は
無
理
で
あ
る
こ
わ
か
ら
な
い
な
り
に
日
本
人
と
)
絡
が
、
乙
の
問
題
に
関
レ
ず
ふ
以
来
、
民

主
霊
知
で
来
る
も
の
の
、
警

は

、
留
学
生
た
ち
の
な
ま
の
声
高
に
つ
い
て
の
軍
機
関
も
情
報
員
と
笠
浮
て
い
る
。
し
か
し
実
際
の
に
勉
強
し
て
い
〈
、
そ
こ
か
島
か
誌
な
問
題
に
関
心
嘉
義
め
た

後
し
ば
ら
〈
す
日
Q

と
、
四
年
間
こ
れ
〈
公
的
な
機
闘
争
や
び
作
る
必
要
が
も
な
い
ん
で
す
。
今
年
の
=
一
月
『
留
と
こ
ゐ
は
、
日
本
語
専
攻
ザ
げ
に
す
が
学
ん
で
い
っ
て
く
れ
る
ん
じ
ゃ
な
と
い
'
フ
。

だ
け
を
習
つ
の
か
と
ー
た
い
て
い
の
あ
る
と
い
う
こ
と
帽
子
ゐ
」
白
い
も
学
生
の
入
学
案
内
』
と
い
う
の
争
作
れ
民
一
括
し
て
東
京
外
国
語
大
学
い
の
で
し
ょ
う
か
」

入
学
問
題
の
片
付
い
た
今
、
送
金

学
生
が
ガ
ァ
ク
刀
く
る
と
い
・
之
の
の
混
じ
った
髪
を
な
で
な
が
ら
、
協
し
、

ど
ζ
の
大
学
で
は
ど
つ
い
う
へ
入
学
さ
せ
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
留
学
生
の
大
学
進
学
の
問
題
は
も
の
途
絶
え
た
イ
ン
ド
シ
ナ
の
学
生
た

吋
何
と
か
専
攻
を
変
え
ら
れ
な
い
も
荻
田
さ
ん
は
語
る
。
設
験
手
る
の
か
、
入
学
金
は
い
4

あ
蚕
臼
ら
し
い
。
ち
ザ
つ
ぺ
制
度
そ
の
も
の
を
検
討
す
ち
に
ー
さ
品
援
助
の
言
伸
ば
す
か

の
だ
る
コ
か
L

こ
ん
な
留
学
生
た
ち
「
留
学
生
に
は
、
国
費
と
私
費
留
ら
か
、
過
去
ど
の
く
ら
い
の
留
学
生
「
確
か
に
1

ベ
ト
ナ
ム
の
ょ
っ
な
あ
公
的
な
機
関
が
な
け
れ
ば
、
ま
た
現
在
そ
の
牛
落
状
況
の
調
査
中
だ
が

の
相
談
役
と
し
て
、
問
題
の
解
決
に
学
空
一
通
D
が
あ
P
ま
す
が
、
国
債
が
入
っ
た
か
と
い
う
の
を
会
蔀
私
た
戦
争
の
激
主
主
所
で
同
教
育
い
つ
反
日
運
動
の
火
の
手
が
ト
亦
ら
}
母
親
に
時
堕
稀
の
事
仕
事

あ
た
っ
た
の
が
、
買
京
Y
W
C
A
の
場
A
R
日
本
の
国
立
大
学
へ
入
れ
ち
で
調
べ
た
ん
で
す
。
調
べ
な
が
ら
的
環
境
は
悪
か
っ
た
と
い
え
ま
す
。
な
い
と
も
事
り
な
い
、
民
族
襲
、

の
よ
う
で
あ
る
。

N

お
役
所
仕
事
H

と
い
』
合
同
と

か
く
融
通
の
告
か
な
い
代
名
詞
の
よ

，之
L
使
わ
れ
る
が
、
告
白
、
永
井
文

部
大
臣
の
イ
キ
な
は
か
ら
い
で
、
七

人
の
聾
字
生
の
直
訴
が
突
っ
た
.
こ
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諸手当で結局は差別

同一賃金獲得

全
国
婦
人
新
聞
回
覧
表

豆
月一一一一目
、
二
三
日
の
両
日
、
東
一
近
ノ
¥
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
も
の
の
、

草
川
文
化
会
館
完
全
基
労
働
総
一
護
手
当
や
住
筆
当
な
《
導
者

向
践
に
よ
る
「
全
国
一
婦
人
の
集
い
一
五
一
被
住
榊
者
の
か
〈
れ
み
の
で
差
を
付
け

周
年
・
国
際
婦
人
年
記
念
集
会
」
が
一
ら
れ
て
い
る
こ
介
添
多
い
た
め
、
職
飽

M
男
女
平
等
を
雪
し
て
占
立
主

一給

fzg、
来
重
か
ら
は
か
手
当
て

帯
・行
動
H

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に

一込
4
の
べ
1
ス
ア
ァ
プ
M
M

で
男
女
向
)

行
な
わ
れ
た
。
一
賃
金
を
獲
得
す
ゐ
こ
と
を
確
認
し
合
つ

二
日
自
の
会
主
体
制
論
で
は
、
一
日
目
一
た
。
し
か
し
、
繊
維
業
界
な
ど
、
女
性

の
一
五
の
分
税
会
で
の
問
題
を
総
括
し
一
の
多
い
職
場
で
は
、
女
性
が
男
性
の
賀

大
羽
管
T
、
多
聞
と
よ
そ
良
b
の
助
言
一
一
金
の
忌
を
引
っ
猿
っ
て
い
る
現
状
も
あ

を
得
て
蒋
レ
合
っ
た
が
、
会
場
の
若
い

一
D
、
乙
の
イ
ン
フ
レ
下
、
男
女
間
一
貨

女
性
の
華
や
か
な
繋
幽
気
に
も
か
か
わ
一
金
だ
け
で
は
続
決
さ
れ
ぬ
問
題
弘
義
さ

ら
ず
、
不
況
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
た
金
級

一れ
て
い
る
。

同
盟
、
億
労
奏
会
委
騒
な
ど
の
深
刻
一
乙
の
旬
今
年
の
大
き
な
統
-
要
求

与

に

菌

棄

が

分

製

し

た

ま

ま

、

今

な

状

況

、

と

く

に

先

の

寅

吉

闘

争

に

一

で

あ

る

「

母

性

保

障

法

」

に

号

、

母

一
年
で
第
二
O
回

目

を

辺

え

る

こ

と

と

な

対

す

る

低

額

回

答

な

P
品
川
次
冷
と
報
告

一位
保
護
の
問
題
が
提
起
さ
れ
た
が
、
ぁ

一
っ
た
が
、

婦

人

労

働

者

会

再

悼

の

た

め

に

さ

吾

、

一
る
組
合
で
は
、
折
角
'
李
墾
岳
民
が
話

一
再
統
一
の
智
c
が

ま

っ

た

く

な

い

と

ほ

と

の

貸

金

問

題

に

つ

い

て

は

、
男
女

τ台
、
労
働
協
約
の
案
に
提
出
し
て

第
二
O
回
働
〈
婦
人
の
中
央
集
会

一
ジ
ン
ポ
ジ
ュ
1
ム
の
テ
1
マ
は

「保
護
一
少
々
さ
び
レ
い
請
で
あ
る

・

の

賃
金
が
、
基
本
給
で
は
ほ
ぼ
同
一
に

一
も
、
女
伎
の
執
行
安
員
が
い
な
い
た
め

(
総
評
・
中
立
労
連
寸
婦
人
会
議
な
ど
一
と
平
等
を
め
ぐ
っ
て
」
@
ア
メ
刀
カ
で
一

esili--:

蓮
)
は
、
六
月

一
二

六
日
の
両
一は
、
男
事
撃
を
前
商
に
か
か
げ
、

一

五

く
た
め
に
は
ど
己
て
も
、
撃

の

ど

諮

問

協

議

時

一

語

河

野

れ

し

れ

い

い

一

日

司

、

り

釆

h
h、、
舗

塑

じ

託

s日
花

寄

付

吋

っ

き

必

要

が

あ

る

L

Zと
い
三
と
も
あ
っ
さ
百

一
の
な
の
於
両
立
で
き
る
を
え

恒

伊

L
0
4
阪
山

d
メ

時

局

可

B
E哨
号

一

安

ら

は

室

長

会

目

令

官

悼

会

に

は

全

国

各

地

が

り

、

ク

ィ

一

を

め

ぐ

っ

ザ

港

発

な

論

必

が

展

開

さ

れ

一

一

た

か

い

つ

づ

け

る

」

と

題

し

た

劇

構

ー
ク
デ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毒
者
一
た
。

一

ネ

・

一

成
。
女
暴
史
の
時
代
に
歴
史
を
習

川
内
野
山
初
日
目
。
。
人
の
帰
一

H
い
れ
ば

μハド斡
U
M
一

医

療

協

ν〉
婦

団

連

系

川

主

一

恒

美

諸

問

明

日

れ

一

炉

問

昨

日

目

白

一

諸

問

一

軒

い

抑

制

訂

軒

町

品
川
公
会
堂
で
は
席
の
な
い
参
加
者

一「
霊
を
縮
小
し
て
か
ら
平
等
を
」
と
一

e
:
?
?
J
L
g
R
-
h
z
e長
tellu--
ム

一

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

一済
同
事
と
鋤
く
婦
人
の
た
た
か
い
」
と
一

人
が
自

8生
活
や
請
を
ま
も
る
た

が
床
に
新
聞
を
敷
い
主
摩
G
ほ
ど
の
盛
一
い
ヨ
フ
感
百
の
発
一言
に
対
し
て

「
エ
H
J
l

一

会
場
の
九
段
会
館
で
は
、
参
会
者
が

一
と
の
中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
、
働

一

ま
ず
、
山
中
い
〈
子
参
議
院
議
員

一題
し
丈
同
民
は
「
差
割
反
対
の
運
動

一め
に
立
ち
あ
が
っ
た
歴
史
上
6
動
き
に

望
丸
と
く
に
二
卜
代
の
若
い
婦
人

一ト
の
憲
さ
と
い
う
怒
声
が
浴
せ
ら

一
通
路
竪
号
室
内
力
強
い
ア
ピ
l
一
条
人
の
中
央
集
会
(
日
産
審

・
一
(日
本
共
産
免
)
な
ど
の
来
賓
の
あ
い

一は

大

雲

寺
‘
首
宮
、
室
長
支
ボ
ソ
・
れ
が
あ
て
ら
提
。

の

参

加

が

目

立

っ

た

。

古

る

な

ζ
ま
炉
」
ま
議
会
働
者
全
ル
に
拍
手
の
波
、
警
な
ど
を
だ
ま
一
婦
団
連
な
ど
ニ
ニ
団
体
一
義
)
は
今
年
一
さ
つ
、
北
ベ
ト
ナ
ム
婦
人
連
合
、
南
べ
一
対
‘
ス
ト
聾
苗
な
ど
の
闘
争
と
画
く
一
つ
づ
い
て
各
方
面
か
ら
の
活
発
な
交

議
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
基
調
書
一
体
の
墓
郷
統
一
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
し
て
、
働
く
婦
人
の
熱
気
が
合
ム
一
室
一
年
目
還
へ
豆
月
三
十
一
日
一
ト
ナ
ム
解
放
婦
人
必
窓
口
な
ど
の
連
帯
の
一
結
ん
交
付
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
一
流
報
告
全

闘
い
の
墾
宍
誇
の
朗
読
、
シ
ン
ポ
ジ

一を
物
語
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

一
ン
。
寸
世
界
の
婦
人
と
と
も
に
、
国
際
一
(全
世
悼
会
、
東
京
高
民
会
館
)
、
六
月

一
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
さ
ら
に
基
調
報
告
の
あ

一
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
要
求
を
つ
ら

一

一ニ
O
歳
若
年
停
年
制
と
闘
っ
た
双
子

z
l
ム
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
順
で
行

一
一

九
五
六
年
に
発
足
し
た
働
く
婦
人
一
一
婦
人
年
を
平
等
、
発
展
、
平
和
、
民
族

、
一

を
命
め
た
四
人
の
子
持
ち
の
若
い
お
母

わ

れ

た

。

国

際

婦

人

年

で

あ

る

今

年

の

一

の

中

央

雲

、

第

九

回

の

一

九

さ

三

独

立

、

婦

人

解

放

の

年

に

主

之

ー

さ

ん

の

切

々

た

る

高

十

才

の

茸

蔚

停

年
と
闘
っ
て
い
る
伊
豆
サ
ボ
平
シ
公

簡
で
働
〈
お
ば
さ
ん
た
ち
の
ア
ピ
ー
ル

秋
田
担
任
銀
行
の
婁
妥
節
減
判
勝
訴

の
報
告
。
さ
ら
に
看
護
婦
さ
ん
は
白
衣

で
の
翠
口
、
全
日
本
自
由
労
連
の
お
母

さ
ん
た
ち
は
赤
い
は
会
を
さ
も
威
勢
よ

/
¥
失
事
業
-
フ
ち
切
り
反
対
審
え

け
い
わ
ん
患
者
な
ど
臓
発
お
と
関
‘
つ
姿

は
腕
風
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

関
あ
り
、
、
Z
~十戸
あ
夕
、
装
い
も
ζ

ら
レ
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
全
国
各
地
で
の

力
強
い
闘
い
に
、
会
場
に
は
終
始
連
絡

の
拍
手
が
，
フ
ず
ま
い
て
い
た
。

殿
後
に
「
す
べ
て
の
働
〈
婦
人
の
力

を
合
わ
せ
よ
う
」
と
い
う
大
会
塞
干一ベ

公
職
選
挙
法
改
怨
に
反
対
す
る
決
議
な

ど
争
採
択
し
を
、
タ
震
の
都
心
に

向
け
て
デ
モ
行
進
し
た
。

i全
ゑ国
ミ婦
ミ火
訟の
5集i

同
盟

国

際

婦

人

年
記

念

事

業
の

一

環

と

し

て

、

木

紙

が
先

ご

ろ

募

集
し

ま

し

た

読

者
の

作

品

は

、

お

か

げ

さ

ま

で

多

数

の

ご
応

募
を

い

た

だ

き

ま

し

た

白

木

紙

編
集

部

で

厳

正

な
選
考
の
結
果
、

左

記

の

通

り

入

(
敬
称
略
〉

選

者

が

決

ま

り

ま

し

た

の

で

お

知

ら

せ

し

ま

す
e

ーコ

一
等
(
賞
金
三
万
円
)

大
島
玲
子

ー
あ
る
老
人
の
生
活
か
ら
」

ご
等
(
賞
金
一
万
円
)

神
尾
京
子

寸婦
人
の
私
生
活
と
国
民
の
生
活

権」

田
中
仁
子
「
国
際
婦
人
年
に
忠

5
こ
と
」

佳
作

ハ
賞
金
五
千
円〉

長

尾

の

り

子

。

中

山

内

節

子

神

田

ヒ

サ

申

村

と

ず

え

堀
内

操

山
政
な
お
、
一
等
大
島
さ
ん
の
作
品
と
横
顔
は
3
菌
に
あ
り
ま
す
。

全

国

婦

人

新

聞

社

鰐師も含めて討論した全国婦人の集い

団
交
に
出
れ
ず
、
実
施
さ
れ
に
く
い
と

い
う
翠
ロ
が
あ
っ
た
c

女
性
露
が
少

な
い
乙
と
は
、
中
央
の
胡
存
部
に
も
い

え
る
こ
と
#
如
、
女
の
体
は
自
分
た
ち

で
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
男
性
が
い
く

ら
代
弁
し
て
く
れ
で
も
や
は
D
説
得
力

迫
力
が
途
ジ
と
い
・
「
J

土
問
も
多
く
聞
か
れ

た
。
現
実
に
、
組
合
の
中
に
も
女
性
進

出
を
阻
む
空
気
が
強
ノ
h

残
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
動

害
者
と
し
て
出
府
レ
て
い
た
同
盟
関
川

曾
記
長
の
懸
命
の
弁
解
に
、
会
場
の
女

性
か
ら
失
突
が
務
者
起
C
h
u、
男
性
の

無
理
鮮
ぶ
り
に
一
合
mし
ト
伊
を
さ
れ

た
絡
好
に
な
っ
た
。

同
日
午
後
、
新
宿
-
雲

東

豪

な
ど
都
内
六
ヶ
所
の
町
駅
援
に
分
散
し
1

民
社
免
の
春
目
安
員
長
ら
の
呼
び
か
け

や
国
際
婦
人
年
の
P
R
を
兼
摂
泥
の

種
の
配
布
を
行
な
い
、
一
般
の
人
々
へ

の
男
女
宅
扇
撤
廃
へ
の
協
力
を
訴
え

た。

人
三羨重工業株主ミ奮批

，.，. 
匂 J

E室長室田

反fePanJ
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i
I
1

一
連
の
縦
破
事
件
を

一
三
疋
一

起
こ
し
た
過
激
派
富

一

-ml一
の

望

室

か

、

普

一
手
一

新
聞
を
に
ぎ
の
せ
て
い

-
t
¥一
る
が
、
乙
の
種
の
記
事

一
ヨ
眠
一

塁

立

与

に

「

管

一
F
喝
ハ
一

い
怒
れ
と
と
い
・
フ
よ
hu

l---種
の
「
む
な
し
さ
」

が
心
を
お
お
っ
宝
来
る
の
は
ナ
ぜ
だ

ろ
っ
か
。
そ
れ
は
、
強
い
も
の
は
あ

〈
ま
で
事
ノ
¥
特
定
の
人
だ
け
が

何
か
い
い
回
覧
え
空
〈
人
は
い

つ
ま
で
も
「
ム
ギ
飯
和
食
い
」
、
正

直
者
が
パ
カ
伊
見
る
と
い
う
ζ
の
世

の
中
に
あ
っ
て
は
、
ど
っ
ガ
ン
パ
つ

ず
主
宰
巴
て
み
せ
た
と
こ

4ht

世
の
中
そ
F

フ
た
い
し
て
変
わ
る
も

ん
じ
ゃ
な
い
と
い
う
己
の
無
力
感

が
、
手
段
の
是
非
は
と
も
あ
れ
、
あ

の
暴
力
ざ
た
で
コ
ト
を
変
え
よ
フ
と

す
る
人
た
ち
の
気
持
と
、
完
全
に
災
・

貨
な
も
の
、
相
反
す
る
も
の
で
は
な

い
思
え
る
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
A

何
か
こ
う
得
拡
の
知
れ
な
い
巨
大
な

黒
雲
が
日
本
中
(
と
い
っ
か
世
界

中
)
を
ス
y
ボ

y
お
お
っ
ち
ま
っ

丈
そ
ん
な
中
だ
っ
て
息
ゑ
え
だ

ぇ
、
な
お
ヰ
蓄
な
き
ゃ
な
ら
な
い
私

た
ち
は
、
ド
y
テ
フ
ケ
に
な
っ
丈

ひ
っ
く
り
返
っ
て
ね
乙
ん
笹
本
フ
か

鉄
砲
放
っ
丈
爆
弾
し
か
け
ず
¥
ム

ダ
な
抵
抗
と
わ
か
っ
て
い
た
っ
て
コ

ト
歩
ほ
じ
め
M

Q

し
か
な
い
ょ
っ
に
思

-
わ
れ
て
し
ま
う
の
だ

J
rの
意
味
で

一
N
ゼ
フ
ケ
H

の
時
代
と
n
過
激
。
な

一
狩
筏
は
、
一
つ
の
位
相
の
表
裂
で
あ

ジ
ラ
ケ
時
代

の
過
激
世
代

b
、
同
じ
一
つ
の
+
南
棋
を
持
つ
ム
乞

の
H
土
壌
u
M

と
は
、
有
ぬ
水
銀
や
奴

墜
を
苦
散
ら
す
公
寄
与
量
や
ア
ジ

ア
侵
陥
を
省
み
な
い
態
徳
企
業
、
そ

れ
に
加
担
す
る
日
本
政
府
と
か
、
そ

ん
な
衆
自
の

w
悪
様
M
M

の
み
な
ら
ず

と
れ
b
他
人
と
と
、
他
国
企
民
の
圧

殺
な
ど
に
は
、
何
と
な
〈
、
あ
る
い

は
し
っ
か
b
と
目
指
マ
閉
じ
て
、
自
分

や
家
族
の
食
い
ぷ
ち
の
た
め
臼
々
こ

れ
モ
タ
モ
夕
、
エ
イ
エ
イ
と
働
き
つ

づ
け
ゐ
H

議
良
な
る
H

市
民
た
ち
が

セ
ァ
セ
セ
ァ
セ
と
M

析し
v
た
も
の
な
の

だ
b

マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
報
道
で
「
会

〈
健
闘
擦
な
一
般
市
民
」
と
か
「
善

良
な
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
」
な
ん
て

表
現
が
で
て
く
る
と
、
ハ
テ
ナ
、
ほ

ん
と
フ
に
H

全
く
無
関
係
M

な
ん
だ

ろ
フ
か
、
羊
の
よ
フ
に
H

善
良
H

で

あ
D
さ
え
す
れ
ば
、
世
の
中
す
べ
て

太
平
、
シ
ャ
ン
シ
マ
ン
て
な
具
合
な

ん
だ
ろ
フ
か
っ
丈
考
え
乙
ん
で
し

ま
の
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
A
私

た
ち
の
闘
で
つ
く
ら
れ
作
成
闘
緩
か

ら
爆
弾
が
設
F
さ
句
界
も
な
い
人

々
が
殺
さ
れ
て
行
く
。
す
ぐ
隣
国
で

自
由
と
民
主
主
議
を
叫
ん
で
処
刑
さ

れ
た
人
が
い
る
。
ア
ジ
ア
ぬ
+
ノ
フ
円
以

カ
の
多
く
の
平
戸
』
も
た
ち
が
母
の
し

な
び
き
っ
た
乳
跨
を
く
わ
え
た
ま
ま

こ
と
切
れ
て
行
く
・
・
・
・
・
・
ζ
フ
い
う
こ

と
と
金
〈
無
関
係
に
私
と
私
の
家
族

の
平
安
が
あ
る
も
の
だ
ろ
っ
か
。
あ

っ
て
い
い
だ
ろ
っ
か
i
:・。
そ
し
て

実
際
あ
り
は
レ
な
い
の
だ
と
い
-
つ
こ

と
宍
私
た
ち
は
わ
フ
十
分
知
っ
た

の
で
は
な
い
だ
4
0
フか。

れ4ラシドI孟“いま;5}どのプアッショフ
"(>緯貨から心来しく絞っていただ〈京民

便利な家経川JAまで、1inの綜らし1:
t(:と鯛性と箆晶、さをお別けす吾、P坤シ?
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⑧鶴屋

さしあたっての計画といっしょに、将来のこ t

も考えておきたいものですね。ゆtりのある月

からなら始めやすい〈天引積立〉…〈総合口座の

定期>!:あわせて、このF祭、ご手リ用になっては

いかがでしょう。〈わしれまく富士〉の窓口へ。
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五
月
二
五
日
の
働
〈
醐
人
の
中
喪
祭
品
れ
九
次
に
止
曲
者
の
場
白
民
同
組
合
世
嗣
ス
ト
を
や
れ
ば
金
社
は
つ
ぶ
れ
句
会

岳
会

同

索

活

註

語
、
菱
自
量
お
需
お
い
品
日
骨
齢
者
の
出
事
る
と
回
世
か
参
事
号
、
お
ま
つ
て
の
位
選
で
営
、
間
働
組

3
-
す
京
高
控
室
撃
に
分
か
か
肉
世
間
突
吉
田
壷
耳
、
弓
事
働
者
館
白
色
い
宇
が
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
告
だ
と
い
え
い
わ
ゆ
る
杷
還
と
L

g
言
れ
た

の
組
合
へ
の
抽
第
鍛
造
歪
ム
ハ
と
い
一
五
喜
楽
考
主
総
収
て
忽
業
翠
議
争
奪
h
J

E
一

寄
生
の
内
容
は
、
圏
全
合
理
化
u
m
喜
一
お
に
対

-K
李
四
ぞ
れ
は
さ
と
に
言
う
か
ま
苦
的
自
毎
週
回
想
官
毒
素
世
つ
こ
と
を

一組
曲
、
基

議

、

平

和

皇

室

に

毛

-
言

書

長

主

組

白

書

レ

由

貿

た

忘

れ

草

王

ー

っ

と

す

る

・

い

わ

え

活

〉
一
分

主

主

主

若

松

テ

1

5

E

凸

君

事

自

壱

ニ

し

か

K
吾
窃
き
と
は
婦
人
酎
証
書
に
な
っ
た
者
に
は
審
議

旦

マ
に
存
て
二
日
誌
金
者
さ
七
ん
E
R
・
E
の
よ
ヤ
一言

警

の

長

〈

が

、
轟
音
じ
で

Z霊
場

者

昔

、
富

に

里

四

士

一

年

に

差

し

た

す

一一同同盟

咽
一
長

。

主

主

問

尚

喜

同

町

冊

目

安

定

禽

合

い

骨

量

白

雪

に

つ

け

て

い

な

い

こ

と

そ

た

喜

も

っ

語

使

協

調

に

利

用

す

3

D

ほ

ど

一

ニ

の

抽

選

猛

火一
露
五
山
理
妻
子
、要

撃

、

松

ょ

っ

た

'

P

よ

い

の

す

・

あ

な

た

ま

か

せ

室

、

遣

い

か

;

。

晶

喜

巴

命

し

で

、
官

一同

字

、

青

空

、

2

3

ま

す

、

書

青

年

部

ド

露

:

と

い

一

っ

こ

ま

げ

ら

れ

宅

E

7

p

u

E

摘

す

@

躍

の

申

之

官

ふ

吉

わ

し

い

、

重

量

目
一

室

E

E

-

-

R

田

中

妻

器

尊

重

退

主

義

酌

平

和

・
文

語

産

?

O
一子
の
食
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、
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、
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.
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司
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融
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塑
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融
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謡
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岨
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葉
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車
場
白
笹
霧
車
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毒
し
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用
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事
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τ
官
長

一

己
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私
具
体
的
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は
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貸
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君
周
り
に
は
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健
闘
を
削
げ
て
い
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い
て
い
る
こ
と
は
事
翼
系
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ま
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一
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容
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い

主

面

事
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仲
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融
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史
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る
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と
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日
本
主
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同
盟
」
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発
足
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を
め
蛍
じ
で
連
帯
。
軸
yd
甚
げ
る
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日
本
ヤ
七
時
同
盟
」
メ
ン
バ
ー
の
A
F
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桂
白
色
圃
に
期
再
刑
寄
せ
ら
れ
ザ
争
」

い
る
.
な
お
、
各
購
入
団
体
か
ら
自
明
暗

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
控
置
さ
れ
た
あ
と
、

評
論
車
、
樋
口
直
子
さ
ん
の
出
意
講

「
日
軍
主
購
岡
腿
」
連
軸
先

-
T
叩
軍
用
品
骨
民
車
窓
9
の
5
の
お

県
和
ピ
ル
二
ハ
)
四
社
日
木
下
婦
同

盟 置
が
あ
夕
、
行
脚
す
る
γA
摘
。
同
党

喧
折
た
巳
レ
ゆ
』
・

乙
と
ぽ
宮
前
也
人
乞
」
筆
は
な
い
仙

人
聞
は
労
働
す
れ
但
か
し
こ
く
な
る
.

品
も
婦
人
舎
の
お
世
話
浄
去
詩
デ
、
描
い

て
つ
く
づ
く
同
串
ポ
ず
」
と
努
地
雇
代

U
Z
に
「
み
ん
な
で
心
白
追
っ
た
突
し
い

地
輯
在
劃
り
事
U
ょ
う
」
と
嗣
ぐ
時
び

か
け
た
.

間
金
正
O
牟
置
の
寓
臨
y
J
町
は
由
主

年
は
国
際
連
告
が
定
め
t
臨
時
掃
人
年

に
あ
た
る
曲
面
E
ι
自
の
槽
利
を
守
る
t

eお
価
問
題
に
量
草
ゴ
ミ
護

》
揖
泊
剤
曲
虚
礼
直
作
曲
四
曜
の
輯
行
を

強
力
に
す
す
め
る
l
ー
な
ど
叫

な
お
、
T
E
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の
用
島
酢
チ
貨
が
国

際
舟
人
年
に
寄
せ
る
己
主
ほ
と
し
て
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今
年
女
性
は
4
く
勉
学
υ
テ
在
告
に

進
出
す
べ
き
走
が
、
捕
拘
を
宇
一
彊
ず
る

に
は
次
性
ら
し
い
聾
時
が
草
F
U
い
.
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1
マ
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プ
望
新
レ
い
も
の
が
よ

い
と
は
眠
ら
な
い
」
と
語
っ
た
.

目
古
宇
輔
同
盟
白
世
立
一
拍
ム
岡
山
川
、

五
月
十
九
日
、
東
京
・
申
野
区
文
化

あいさっする憂湘神草川県知事

議

長

に

牧
野
さ
ん

ロ
地
方
組
織
を
統
合

セ
yhm
l
官
、
金
一
国
の
代
誕
V
4
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4
U

人
を
容
。
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点
協
か
れ
た
.全国代要550人が蝿ま9て開治、れた日本主柵問盟白陸立輯書

今
年
の
目
標
「資
源
を
大
切
に
」

神
奈
川
県
婦
速
が
年
次
総
会
ひ
ら
く

一ミ
ニ
情
報
…

むた司E目〉

中
山
-
一
る
さ
ー

α埠
在
六
十
九
才
、
静
岡
し
夜
明
白

貧
躍
の
曹
に
生
れ
十
筏
立
時
苧
帝
酎
に
な
っ
ず
役

場
L
出
#
席
を
出
し
た
り
官
、
実
際
の
年
帯
同
町
そ

れ
よ
り
た
し
か
、
四
i
五
才
工
白
は
ず
だ
与
耳
3
.

手
の
小
字
枝
、
贋
n
L
大
飢
躍
が
皿
っ
た
泊
巴
子

守
に
出
吉
れ
が
あ
て
括
合
通
学
主
記
憶
が
な

い
。
う
め
式
λ
H
r
、
現
在
私
の
勤
聾
し
て
い
ろ
こ
の

老
人
の
品
目
拍
車
抽
世
に
来
所
す
ゐ
樺
に
な
D
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
血
名
目
勉
強
差
"
あ

て
一
年
た
っ
た
二
ヶ
月
に
一
回
、
措
い
は
二
回
目

乙
と
も
あ
っ
和
初
、
-
回
が
一
時
間
位
の
単
習
交

殆
少
認
め
な
か
っ
た
仮
名
の
訓
み
富
型
車
歯
科
U

振
り
一
位
名
付
き
の
奪
酎
由
本
が
判
的
る
曜
に
な
っ
た

『
わ
や
』
く
し
民
主
一
に
有
や
す
壬
い

χじ
ゃ

に
お
ま
い
り
に
い
き
#
レ
セ
そ
し
て
し
ゅ
じ
ん

戸
川
い
己
い
白
い
え
で
な
ら
っ
て
い
る
己
と
を
、
み

ん
な
お
は
な
し
し
手
レ
た
。
し
ゅ
じ
九
時
よ
る
こ

ん
で
い
る
と
お
も
い
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
せ
品
い

}
白
し
あ
わ
せ
も
の
で
す
。
そ
れ
曳
い
こ
い
の
い

え
の
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
て
な
が
い
去
じ
丈

よ
か
っ
t
と
お
も
い
ま
す
.
こ
れ
か
ら
民
い
っ
し

ょ
ヨ
け
ん
め
い
円
L
が
ん
ば
り
$
宇
主
、
み
な
さ
ま

お
抱
が
い
し
ま
す
。
』

己
の
施
世
で
つ
〈
之
知
用
者
の
文
B
R
の
市
で
L
晶

る
う
め
き
ん
白
書
い
た
も
由
吉
あ
る
。
六
十
九
才
白

司
め
さ
ん
が
主
れ
て
は
じ
由
で
置
い
や
作
文
で
あ

る
.
「
私
惇
界
一
の
の
あ
白
せ
も
白
で
す
。
」
と

や
2
マ
め
さ
ん
時
社
告
街
道
意
か
ら
い
え
時
世

し
て
華
せ
も
の
と
い
え
な
い
白
官
事
弓
蛇
I
H
5

安
門
ん
自
弐
心
白
唐
か
ら
事
管
五
白
井
湿
っ
て
い

る
.
本
当
に
百
極
っ
て
い

ι白
で
み
@
.
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x

x
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E
白
描
監
は
相
』
輔
揮
の
也
、
事
担
の
噌
習
の
品

目
敵
手
、
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
、
#
r
八
大
学
、
鴇
田

議
回
会
帯
々
、
必
八
白
h

障
害
申
挫
ペ
ノ
下
り
と
社
会
書

加
提
助
白
請
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
書
れ
て
お
ハ
ν
、

手
あ
他
探
査
白
渦
の
揮
台
付
盤
会
費
入
惜
世
間

F
F
Z
-
Q
.
区
立
老
人
理
多
タ
1
白
下
部
槽

f
u
え
}
目
的
更
宮
車
交
カ
己
長

利
用
し
て
い
る
.
私
は
こ
の
商
品
に
帆
引
い
て
年
諒
暗

躍
の
相
禁
事
じ
て
い
泉
、
百
中
、
話
人
と

の
あ
け
〈
れ
の
中
百
下
、
開
棋
施
品
の
相
通
日
、
は
と

駅
構
白
貧
し
い
小
量
の
警
控
訴
1
J
M
に

は
も
手
守
-
L
出
吉
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
長
々
と

あ
ち
こ
ち
に
車
内
令
ぞ
い
た
が
、
宗
て
去
す
職

人
匁
究
と
結
は
わ
刊
東
京
白
下
町
L
世
帯
を
も
っ

た
尭
は
肺
白
い
い
職
人
で
司
フ
め
さ
ん
に
や
宇
レ
か

っ
た
。
下
室
に
車
ま
れ
な
か
っ
た
の
が
暗
一
の
不
足

空
あ
っ
令
指
、
お
を
ら
え
う
め
き
ん
白
露
吃
と

そ
一
番
幸
ぜ
な
時
で
は
な
か
っ
た
ず
恩
フ
。

中
同
大
陸
明
白
晒
争
が
は
じ
ま
っ
た
.
究
白
応

可
二
度
自
民
事
、
軸
叫
諮
に
普
く
み
穴
陸
疋

向
3
4
中
、
罵
っ
て
い
る
闘
が
草
神
山
吉
川
実
践

や
か
で
僅
か
γ
げ
れ
P
H
誹
朋
掛
か
受
話
吉
れ
る

践
に
な
っ
セ
ヨ
め
苧
ん
は
導
べ
に
聞
ー
さ
に
い
っ
て

い
る
夫
如
、
毎
月
々
々
自
秀
白
調
に
支
送
り
官
レ
τ

〈
れ
る
お
金
だ
と
且
つ
丈
今
で
は
苦
恐
仔
令
、

『
帖
一
閣
の
ア
パ
ー
ト
に
}
人
で
先
詰
じ
つ
つ
宇
U

〈
白
大
事
に
火
事
に
使
っ
て
い
る
.

#
伶
ミ
"
で
ん
な
ム
め
辛
ん
ほ
択
シ
L
ゴ
ナ
ゴ
チ

の
暴
で
は
な
い
.
豊
富
き
で
、
野
奇
心
白

旺
盛
な
踊
仇
J
m
H
好
き
な
お

gc'空
あ
る
。
お
嗣
置

は
、
「
か
っ
ぽ
れ
」
と
「
担
辛
ん
」
.
新
年
金
に
は

慌
に
唱
慌
の
つ
い
た
『
い
時
吻
L、
か
つ
白
を
か
ぶ

ま
わ
善
夕
、
お
と
り
の
議
事
文
人
雪

白
多
い
道
端
系
企
泊
ど
る
一
「
め
さ
ん
害
事
お

ど
ろ
い
ち
志
向
う
め
さ
ん
は
宇
ν
も
あ
わ
で

ず
己
う
い
っ
た
.

玄
室
~
っ
た
一
人
で
買
さ
で
い
る
人
間
だ
か
り
、

人
か
ら
曲
目
ち
が
い
主
主
わ
れ
壬
J
と
「
ほ
か
卓
芦
わ

れ
よ
ラ
よ
か
ま
わ
な
い
ん
え
私
白
唖
を
見
て
お
じ

い
苧
ん
耐
喜
ん
で
〈
れ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
か
b

|
」

J
本
完
白
お
じ
い
宰
華
亙
も
お
花

見
一
が
出
来
た
と
、
介
作
ヌ九
回
お
司
令
A

」
7
2
p
」
U

回
を
府
U
て
曹

'Nr.

ん
戸
炉
老
人
白
ぐ
ち
の
は
け
車
モ
亭
匂

戦
挫
の
急
融
な
社
会
。
変
興
曹
県
制
度
の
電
車

詐
U
で
や
者
費
制
置
の
都
益
生
器
は
、
宮
尾
L
加
し
い

て
h
社
会
に
世
い
て
弘
、
華
人
目
盛
楳
R
U
文

す
A
T
借
地
や
a
い
も
の
で
は
な
い
.
也
綾
な
い
と
も

思
王
る
老
人
の
周
囲
の
中
に
、
私
民
政
件
さ
れ
て
生

卓
L
い
る
入
量
目
、
、
宏
美
「
蚕
与
しゅ
〈
老
人
目

は
か
な
い
心
細
い
思
い
一
片
読
書
Q
E
と
の
回
な
さ

や
ゐ
植
な
声
巷
醗
与
、
何
も
し
て
ト
内
げ
る
己
と
は

出
来
な
い
け
と
貝
陣
的
な
解
訣
簡
は
易
苧
り
な
く

て
も
、
出
乗
る
丈
寸
て
い
ね
い
に
心
宮
あ
画
い

て
あ
げ
た
い
シ
湿
っ
て
い
る
.

-つ
め
さ
ん
は
雪
し
た
申
毒
色
の
も
亭
令

世
宜
の
U
か
句
綱
引
由
白
出
た
己
と
は
な
い
よ
あ
苗

し
m
っ
た
牛
童
話
る
時
の
日
.
官
ゑ
z
u
t

い
る
.
目
白
宍
き
M
い
三
帖
ひ
と
閣
の
ア
パ
ー
ト
は

雄
主
認
す
乙
と
の
出
来
な
い
・
つ
め
さ
ん
白
お
端
で

あ
る
。
同
人
に
&
黄
岬
苦
n
T
、
自
ら
由
意
志
に
徒

。
て
答
申
出
来
る
自
開
ヌ
知
、
直
古
宇
U
T
舟
界
一

白
1
ν
畠
わ
せ
高
と
去
わ
せ
て
い
る
の
で
畠
う
っ
か
.

5
D
え
白
目
下
白
闘
い
処
今
度
は
揖
字
企
也

コ
必
ま
豪
受
章
一
白
金
諸
君
躍
に
な

り
た
い
こ
と
.

そ
し
て
死
ぬ
ま
主
L
E
P
炉
、
h
明
石
な
り
れ
ぽ

容
認
ヰ
種
目
自
慢
が
あ
る
.
そ
れ
は
、
出
品
h
m
い

園
.
あ
支
持
英
語
が
訪
れ
た
.
誌
に

す
記
菜
、
殆
少
足
く
L
っ
た
が
、
自
主一
れ
タ
拭
く

帯
も
な
く
な
っ
た
.
幼
い
-3
め
え
ん
は
劃
守
申
轟
に

仔
勺
て
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
落
醒
を
拾
っ
て
来

た
.
そ
丘
で
お
聞
を
明
い
て
-
軍
は
飢
え
士
し
の
い

7
.
一
軍
の
害
救
ぞ
〈
れ
が
編
守
的
島

1
c

E
L
い
〈
一
ら
で
も
い
い
.
白
骨
が
い
っ
し
ょ
う
U
ん

め
い
貯
め
た
お
盈
を
陣
げ
ゐ
畠
表
、
私
は
究
血
な
い

b
hう
め
辛
ん
は
「
百
二
フ
.
そ
し
て
、同
じ
棋
に
ヰ
A
P
寺

コ
ど
れ
た
で
あ
ろ
う
去
の
故
蝿
包
鋼
守
層
に
も
.

x

x

x

x

 

弘
ほ
己
ミ
L蜘
務
L
H
て
一
一
年
に
な
る
.
手
ホ
U
J前
は

芸
事
じ
て
老
人
岨
祉
の
向
[
秒
差
に
世
の
中

に
広
〈
訴
え
る
べ
〈
、
市
民
話
に
弁
主
」
わ
勺
て

い
九
時
あ
居
華
ほ
じ
め
た
思
同
老
A
富
市

人
白
口
に
卜
F
Q
こ
と
も
少
ノ
ヘ
高
買
眠
時
周
畏
白
は

な
ば
な
し
い
進
展
の
か
げ
「
巨
人
は
治
ん
と
か
え
U

ま
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
士
。
畠
れ
か
、
主
ハ
3
七
年

時
っ
.
燭
叫
「
毘
広
田
』
比
!
H
今
な
わ
叫
お
粗
末
な

社
金
保
圃
と
怪
J
ら
は
ら
に
、
腕
近
は
大
変
な
署
人

福
祉
ブ
ー
ム
で
6nw.
ブ
ー
ム
の
つ
く
り
出
し
P
主

人
へ
の
怨
過
は
可
甘
や
か
し
の
老
人
福
祉
で
品
目
、

耳
与
T
雲
じ
由
ベ
ら
抗
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
は
、

位
利
主
解
決
町
重
量
-
2
.
寓
の
老
人
福
祉
は

老
人
主
人
白
人
間
存
レ
デ
白
宴
喜
↓
さ
と
で
あ

り
、
目
立
山
市
「
主
を
か
す
乙
と
で
あ
る
.

社
会
保
置
の
開
曹
は
老
人
町
時
時
空
語
d
'
P
保
障
レ

「
路
間
間
置
を
審

U
.支
酎
豆
~
い
人
の
品
に
は
‘

雰

事

長

Z
こ
と
を
・
基
保
置
は

同
中
世
虫
に
そ
れ
を
翁
賞
式
持
与
噛
描
が
あ
り
、
山
」

努
若
山
ば
易
自
己
主
雪
・
実
需
ブ
ー

ム
白

R
e炉
、
書
道
〈
小
曲
以
吐
金
保
圏
諸
寓
白

ブ
レ
ー
キ
と
な
ぬ
晶
、
百
三
L
E
に
昨
ん
掛
け
て
由

弓
ー
た
い
と
思
っ
て
い
る
.

時
し
、
社
全
樺
閣
が
い
〈
ら
完
諦
し
て
ね
そ
れ

R
U
で
豊
か
王
伝
と
ほ
い
え
な
い
ζ
と
秒
、
思
屯

レ

ぢ

怠

λ
・
票
、
乍
是
正
金
庫
の
古
賀

シ
異
に
一
人
一
人
白
心
的
問
坦
が
解
民
事
れ
な
け
れ

ば
な

ιな
い
か
、
モ
れ
は
睦
D
子
一
歩
が
る
己
と
も
出

来
晶
、
自
分
間
引
が
暗
黒
し
品
開
加
し
て
ゆ
か
ね
回
な

F

反
仏
い
も
の
な
の
で
あ
る
.

計
の
女
性
は
ζ

一
一
泥
の
政
支
を
た
た
で

d
cま
れ
、
自

ら
冷
埠
没
す
る
己
と
者
唖
抱
と
苦
手
来
た
.
自
ら

右
主
張
出
来
由
位
向
は
、
社
会
の
変
革
に
つ
い
て
山

け
空
主
、
唱
怪
異
に
中
蒋
ぞ
い
て
b
京
り
中

主
面
ら
吉
見
久
い
、
都
世
を
函
え
る
A
が
多
い
.
草

原
少
莱
に
在
つ
で
も
閏

8倒
の
瞳
丘
の
な
い
所
に

孤
担
が
晶

υ、
孤
手
レ
て
い
て
h
個
の
砲
手
牛
、

い
る
人
に
は
抑
埴
が
ザ
い
、
一
人
ぐ
昏
レ
の
う
め
さ

ん
ー
か
-
均
四
四
回
な
げ
き
也
管
制
い
た
己
-
Y
訟
な
い
.

私
は
、
昨
犀
春
、
置
米
し
写
ノ
メ
y
カ
の
い
く
ヨ

か
白
老
人
福
祉
施
時
富
撃
し
、
互
い
入
か
白
老

人
に
布
告
や
レ
骨
、

「
ア
メ
』
方
自
老
人
に
は
は
っ
宕
り
レ
た
聞
に
H
M
m

雪
、
者
い
砕
か
ら
苦
い
て
尚
か
わ
ら
室
長
畠

る
.
そ
れ
が
H
本
人
白
闘
か
b
4
れ
ば
琳
し
い
と
も

争
え
る
障
害
に
も
男
主
張
t
z
自
問
書
官
も

手
出
る
」
.
帰
国
位
、
且
白
書
い
「
斎
懇
λ
白一

節
モ
与
匂

私
に
皐
が
主
曜
の
一
く
d
Q
竪
秒
、
た
と
え
孤
立

し
て
畠
強
で
な
く
、
自
ら
を
菅
丞
出
来
る
現
の
聞

置
害
れ
た
自
由
な
t
畜
を
も
ち
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
乙
己
に
劃
号
、
妻
く
の
老
人
あ
ふ
れ

合
い
の
中
有
己
れ
か

8
自
分
目
安
一
五
の
あ
U

ょ
う
か
ι

量
ざ
章
。
と
傘
え
ら
れ
る
己
と
の
多
い
今
回

己
自
明
で
あ
る
.

(
聖
書
世
田
重

柏

田

工

2

六

畢
人
相
慨
-
一
閉
七
曜
)

昭 和 50年 6月ユ0 目

可

あ
る
老
人
の
生
活
か
ら

大
島

玲
子

!
老
年
期
を
ど
う
生
き
る

l

死
K
、
つ
め
さ
ん
は
未
亡
人
と
な
っ
た
.
そ
れ
か
ら

む
う
き
ん
白
井
落
筆
号
、
そ
し
て
職
活

婁
〈
四
百
五
の
さ
か
辿
っ
主
白
離
の
道
で
あ

主
。
万
一
、
言
空
か
も
し
れ
な
い
ー
が
む

し
T
片
』
聞
い
ち
再
開
主
五
き
と
な
と
掴
睡

も
つ
か
な
か
っ
た
P
絹
嵐
官
岨
貯
な
ぐ
な
っ
t
時
、

「
夫
そ
か
凡
ぜ
」
と
世
断
じ
ど
な
幻
こ
ん
だ
こ
と
も

あ
っ
た
.
そ
れ
官
も
福
祉
の
お
世
話
に
な
り
た
〈
な

か
q
t
.
忌
め
中
で
璃
児
に
な
っ
+
棋
の
苦
」
室

町与

E
2歳
人
喜
だ
.
究
会
暗
の
支
で

か
っ
た
.

勺
て
出
場
レ
也
、
品
4
A
去
か
刷
z
に
庁
、
の
が
一
番

町
亜
レ
匂
「
お
弁
当
も
つ
く
ん
存
『
」
介
抱
持

状
白
プ
ロ
グ
Y
ム
九
宮
市
サ
で
〈
れ
る
.

お
と
り
の
好
会
苧
つ
め
さ
ん
が
、
械
の
映
い
t
あ

る
M
、
道
闘
の
滑
聞
の
花
の
下
で
レ
コ
i
v
n
も
な
し

に
お
と
っ
て
い
た
。
近
所
白
山
宜
さ
ん
の
お
じ
い
さ

ん
が
担
主
百
に
な
っ
て

K
古
文
芸
貯
童
な
お

答
品
ゐ
け
泣
く
な
っ
た
の
で
、
お
花
見
努
義

あ
わ
せ
て
あ
げ
4
っ
と
お
じ
い
さ
ん
白
ね
て
い
る
所

か
り
み
え
重
己
お
械
の
木
白
下
で
お
ど
っ
た
の

r.た
主
乍
一
ペ
ド
摘
し
句
べ
に
通

υか
か
っ
た
お

系斤陪有
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上
り
ま
す
.
一
週
間
位
で
貴
べ
白
内

出
た
広
は
ジ
?
ー
ス
よ
し
で
ち
品
い
レ

p
念
め
ま
す
.
し
志
望
は
吐
か
-
売

れ
て
も
か
ま
い
ま
せ
令

v
h
T
諸
白
舎
的
責
企

ふ
き
は
M
F
V
切
り
曙
宇
レ
て
出
勺
て

庄内ゼむも
zd
ま
す
.
豆
町
の
長
さ
L
切
り

モ
タ
ヘ

ヨ
ゐ
に
入
れ
て
上
か
-
り
開
齢

世
か
は
ゐ
と
富
岡山
門
な
冊
]
L
q
り
去
す
a

.
fきの
唖
し
い
色
を
空
か
す
た
め
に
醤

油
白
管
制
い
f
塩
少
P
R
と
砂
胴
、
水
と
で

コ
ト
コ
ト
中
火
で
噛
て
、
水
ド
引
か
少
々

品
る
け
宅
火
血
管
止
め
、
ふ
た
士
レ
た
ま

ι曾
り
〈
瞳
誌
苧
咋
公
主
芋
.

-v
きや
h

切
中
き
企

閏
罪
広
野
菜
薬
物
モ
、
正
中
小
掴
く
ら
い
の
X
お
よ
か
ベ
白

手
作
り
町
一
県
一
茎
楽
し
ん
で
い
る
神
宮
子
@
警
視
議
主
た
っ
ぷ
U

高
川
県
庫
協
商
人
商
品
畏
の
申
母
子
宗
主
義
勺
丈
庄
は
つ
け
た
よ

亨
ん
に
庭
白
J
悔
や
小
き
を
使
っ
た
料
理
ま
茸
時
伎
の
長
身
e
L
切
り
捌
λ

ま
ず
.

空
間
害
戸
年
、
申
島
苧
内
は
毎
日
目
ざ
ゐ
に
入
れ
向
調
也
ゲ
〈

γり
せ
一
日
天

会
苦
轟
か
に
す
ゐ
ば
か
り
で
な
く
白
半
主
す
.
岡
市
H
さ
っ
と
白
い
、

心
の

ιも
ま
T
作
品
醐
り
も
の
と
き
五
J
に
醤
油
一
・
吾
妻
あ

し
て
、
沢
山
の
朝
レ
い
方
A
V
寓
ば
割
合
一
ト
し
て
ポ
晶
が
な
〈
な
る
ま
で
舟

サ
で
お
ら
れ
ま
す
.
ま
す
.
下
ゐ
し
ゼ
わ
に
ハ
ナ
ミ
Y
九
ぜ
カ

v
p
メ
の
砂
揖
湾
げ
企

グ
プ
四
升
の
一
位
入
れ
る
と
τ
り
が
出

青
梅
一
J
J
q

ま
す
.

し
手
の
弾
一

O
O
且

I

V
ふ
さ
の
置
づ
防
企

調
味
斜
砂
輔
塩
型
そ
切
り
耳
と
r
H
悦
勺
て

gpじ

苦
い
肯
暗
室
表
取
の
上
で
塩
中
量
き
五
時
位
H
ι
切
り
剤
え
ま
す
。
ふ
主
一

ま
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ

C49し
ま
す
.
堀
一
昭
剛
警
か
め
広
士
宮
塩
墨

ざ
@
に
入
与
、
一

Q
2ド
υ
t
h
E
買
に
人
向
押
U
一
.
主
主
望
台
f
4
U
L

白

ιに
お
き
金
固
で
た
た
品
つ
ず
極
椋
し
い
所
h
h
置
さ
ま
す
.
努
峯
h
L

を
刷
主
苦
.
砂
輔
刀
ソ
プ
山
伐
を
よ
入
れ
ゐ
と
置
か
月
傑
#
が
で
ぎ
ま
す
.

〈
ま
苦
ιお
き
ま
す
。
貴
べ
る
陣
は
一
聞
広
に
つ
け
主
陸
、

し
諺
暗
雲
G

〈胡下、ν仁レ
、
埋
?
で
ゆ
で
己
管
で
塙
揺
を
略
じ
な
い
帽
置

か
h
w
〈
b
q
絞
っ
て
水
晶
也
管
ぢ
お
に
塩
草
書
h
y
ば
す
@
事
由
主
丘
い
時
に

白
間
仁
人
れ
な
が
ら
ヲ
け
左
手
。
生
と
同
じ
制
書
モ
宮
一の
量
殺
レ

一
努
占
植
の
本
が
沢
山
田
ι慢
が
雪
め
ま
す
.

て

りの味を
中島ミサさんに聞 く

きを使フ

浦お

-大島玲子さん

手づ く

梅・ふ

j，帯 f、、

花
し
ょ
5
ぶ

~'" 

国

1等

神f

-iE: 

花
鳥
山
脈
の

小
国
語
努
道
特
鳶
山
脈
園
主
五
え
ま
す
。
宮
士
山
田
面
、
自
品
と
智
子
。
草
笛
か
げ
者

に
同
四
軍
折
々
白
花

ι宮崎山川
、
は
な
の
暗
に
阜
ヰ
九
躍
が
八
な
風
祭
が
揮
し
交
通
時
国
量
暗
証
蹄
富
士
両
阪
か

し
商
い
さ
れ
て
い
辛
す
。
約
一

O
方

埠

め

ま

す

.

ゑ

品

高

山

脈

仔

パ

ス

明

白

Q
符

白
広
大
な
園
間
は
そ
の
ま
ま
自
霊
学
六
月
四
聞
は
札
し
よ
う
省
建
し
い

2
真
は
小
田
急
電
世
襲
)

《蝉3岨郵恒輔寓可》

い
進
展
申
中
に
畠
っ
て
也
、
事
骨
二
年
の
密
書
で
勉
ぜ
て
い
る
」

フ
ィ
訴
か
夕
、

C
れ
か
‘
句
は
揖
〈
半
は
必
岨
“
に
つ
い
て
揖
察
軍
百

望

は

与

え

あ

H

在
宅
ρ

で

さ

δ
宮
山
知
金
て
察
官
入
乙
と
毛
き
な
〈
な
さ
っ

Zい
中
・
「
府
中
妻
セ
ン
干
に
見
b
E

争
@
が
た
め
に
。
お
い

5ほ
P
っ
た
と
大
署
ぴ
u
t
い
潟
県
い
つ
あ
る
初
老
白
霊
は
「
入
管
少
れ
る
吾
つ
に
、
重
の
入
所
君
対
日

裏
窓
〈
古
伊
来
ち
る
」
ヌ
栴
は
葺
白
菜
草
と
し
で
量
裏
に
生
き
た
い
」
と
力
ず
る
扱
い
方
は
ヒ
ト
イ
.
身
障
者
も

在
努
護
者
負
連
帯
H
R
み
い
主
且
戸
よ
ロ
が
い
る
」
「
陣
岨
署
が
描
く
詰
る
・
不
自
申
な
身
体
な
が
ら
社
会
白
離
れ
金
い
が
は
し
い
し
、
施

よ
い
歯
づ
〈
主
」
と
、
今
年
一
月
比
率
す
ゐ
の
に
必
要
措
置
は
援
護
の
季
世
り
ず
に
一
人
自
v
p
ν
瞳
は
な
い
方
が
よ
い
」
と
H
つ
属
品

『喜
髭
者
問
題
聖
是
正
一選
者
四
一
帯
ぺ
年
主
再
白
書
ど
こ
ま
で
目
立
宅
き
の
か
国
み
て
長
紫
色
「
包
毛
布
説
に
制

定
井
英
}
袋
)
翼
手
ど
伊
年
最
高
率
べ
て
苦
て
待

Z
い
る
と
E
ろ
と
い
主
現
在
は
身
障
勺
て
は
い
ら
れ
な
い
の
で
霊
法

ま
ず
広
〈
伸
思
議
高
き
と
い
一
る
と
を
あ
ら
蕊
て
在
者
掃
と
も
に
雪
と
た
L
語
り
合
事
だ
」
の
肯
定
抽
事
童
向
摘
が

か
信
じ
の
よ
う
ζ
ζ
の
雲
主
著
の
非
人
閣
的
な
自
筆
落
田
寛
え
る
雪
レ

Z
H補
祉
作
曜
デ
あ
ち
こ
ち
か
b
・
島
る
ま
ン
テ
ィ

「き
ょ
う
、
久
し
ぶ

υで
外
に
出
れ
ゐ
の
だ
っ
た
・
開
問
削
な
穴
ぐ
白
呼
び
か
は
品
、
慣
が
樺
這
昨
O
に
害
れ
ち
ま
た
、
を
つ
く
D
、
「
園
持
者
が
人
間
b
し
ア
は
担
白
揖
助
沙
長
け
ら
れ
な
い
も

た
ら
お
よ
祭
よ
〈
ぞ
努
主
害
事
い

aKて
来
た

rめ
人
た
己
白
目
、
す
エ
サ
ベ
閉
3
4ト
主
で
主
主
薬
品
開
樗
」
つ
い
ノ
キ
古

Z
毒
づ
く
り
に
君
主
の
ぞ
臨
暫
問
な
霊
ぶ
宮
掛

一

い
で
い
る
」
と
い
え
合
に
血
祉
は
必
要
存
レ
「
手
旬
、
一

H
H

声

、

、

h

?

:
・I
L

h

v

車

難

者

の

建

帽

震

に

ほ

大

r・
控
定
導
A

お
ら
れ
t
↑

t

、

、

コ

μ己
巴

当

:
b
r

、dH
J

つ

い

て

も

何

人

主

揺

さ

れ

著

書

雲

南

希

望

日

ノ

く

じ

比

笠

沼

/

と

訪

日

月

「

器

5

2

8

人

で

さ

5

t

宣

言

当

局

一

J

-

1

j

こ
-
-E

l

t

J

手
主
署
名
に
対
し
互
主
無
知
事
務
質
ざ
と
力
そ
正
一

相
、
完
全
に
理
解
U
ろ
と
い
一
コ
の
は
九

‘

一

生
き
る
条
件
"
つ
く
り
へ
連
帯

開
設
訪
れ
持
仁
M
M

阿川村山続

一

可

J

iー

と
と
白
書
室
夕
、
夫
参
A
申
立
と
も
に
命
E
S
E
-

品
D
H
に
大
き
く
う
な
ず
い
て
い
た
い
」

ぐ
勺
て
、
苓
ピ
露
E
か
っ
ち
炉
、
普
」
広
告
ぷ
り
に
』
同
署
ロ
フ
ィ
、
脳
性
マ
ヒ
な
ど
の
身
障
必
て
「
子
細
長
長
酷
し
い
・
も
っ
岳
ち
主
筆
九
、
青
年
か
ら
「
圃
曹
l
'
あ
る
↑
造
語
紡
え
ト
ロ
y

t
・
昔
担
出
な
れ
な
い
白
可
外
に
著
し
存
の
よ
ゐ
己
ぴ
1
1
+
分
二
O
人
折
、
安
ジ
テ
ィ
ア
の
介
助
唱
で
請
に
な
ら
な
廿
れ
ば
躍
り
た
者
室
か
官
シ
ド
ン
簡
に
出
て
イ
君
、お
だ
宇
訟
如
、
定
柚
か
ら

出
た
時
四
隅
援
す
と
い
ん
で
す
」
伝
文
ら
れ
な
い
を
か
し
げ
な
長
崎
童
話
な
E
て
署
長
晶
君
裂
が
わ
か
長
せ
き
」
と
健
常
者
と
ハ
ダ
起
き
い
事
れ
の
変
身
障
4
t
z
と
か
b

自
性
マ
ヒ
苧
牽
)
「
一
差
点
。
の
申
に
い
っ
牢
フ
暗
繋
y
」
め
ら
れ
ん
音
寺
完
品
三
街
か
ら
鴎
い
う
去
や
程
表
も
曲
事
拒
民
事
、
偏
見
も
も
っ
と
な
〈
な
げ
に
1

山
町
奥
戸
、
〈
〈

P
晶
げ
ら
れ

に
外
に
出
手
元
己
己
白
地
震
て
い
ま
是
勺
τ
よ
い
古
久
限
ら
れ
た
時
聞
い
。
凶
宵
館
員
で
で
ピ
い
」
p
、
い
ろ
ん
な
間
空
襲
さ
れ
ゐ
る
こ
と
は
み
京
っ
ぴ
ら
な
伯
ベ
芸

こ
ん
平
合
己
だ
っ
た
が
し
ら
ん
と
め
「
在
宅
回
当
者
同
議
官
一
命
コ
聖
主
的
ー
さ
だ
宮
入
、
特
レ
普
揖
聞
業
H
E
ろ
時
じ
て
い
る
怒
っ
こ
と
の
高
富
も
翌
九
し
い
式
踊
長
相
裂
を
お
主
駒
伯

T
E
か
っ
た
」
(
同
・
霊
)
|

雲
」
が
こ
白
怪
染
薄
田
ハ
食
品
て

5に
雲
寺
つ
薬
害
ぞ
重
も
本
山
岡
も
ゾ
タ
ゾ
h
y
と
泊
ら
れ
署
占
の
牛
雪
崩
山
崎
裂
前
J
J
H
E
弘
司
伸
閉
会

E
と
も
に
生

外
出
由
国
警
と
開
放
索
、
昏
皿
回
国
民
セ
ン
タ
ー
予
闘
か
れ
た
・
と
$
2
う
人
主
言
き
ま
・
九
拝
揖
的
臣
迫
が
進
む
申
立
施
誰
か
え
る
当
り
削
の
生
活
を
仕
協
議
占

者
た
ち
白
忠
良
ま
っ
て
甜
ら
近
寄
白
最
高
哩
耐
の
を
￥

C
コユ
O-
舟
の
余
今
平
レ
τ
安
世
十
世
年
前
に
進
一
廿
欝
ジ
ス
ト
ロ
金
事
告
向
か
一
つ
碩
向
だ
如
、
世
損
害
て
い
よ
@
・

13m.巷岨2買が

ト
ロ
U
叩
和

活
力
恥

明ス
一

在宅障害者の、語 υ合う会、

第~24号

グーンと冷やして

スカッと飲もう
・グレープ

(3) 

、

ミ 川が・ゐ 丸 掛初晶、

ヱメロンシャンフL についているナナのシール

d訟を2枚お送りください。
女応募方法ナナのンール“2ft"を1口としで.必ず封筒に入れてお込吠だ

きU ハガキでのご応募は、郵政法の違反となり、無効になります2・1通に

つき1口(3技)で主3枚以J:.l".入れの場合も、整理の都合上、勝手ながらlロと

させτいただきます2 ご注意(t..!"~~.... ・サイズは9号、 11号、日号の3寝坊寓.この

うちのこ希望のサイズを明記してくださLも・住所・氏名・年令・郵便番号をまs定れ

な<1*送リ先 〒160-91東京都祈宿局私書箱47号エメロンが守シプー・

プト」ムウムウプレゼシト係 安受付け期間昭和50年6月1目-7月5日(当日

消印有効l*抽選期間中の鉱E土曜日ごとlこ締切り、抽選の上、毎週

4，0∞告さまl二rプrーム?ムウ'J(ロング)をさL;ちげます.*発表発表はJ(，品の
発送をもってかえ色せていただきます2・色・柄・デザインにつきましては、鈎=

限りが島りますので、まことに勝手ながら、当方にご由佳<1:害い。

ニ写~~フンシャココー

シャンフこーしたら
3，000円
(B-J) 

;-

考えた布ご丈

}としは主婦の気持で
、宇

夏が来る。ムウムウ当たる、4，000円
(N-L) 

」とし
確かなお中元
味の素

-・圃

2，500円(K同G)

選布ごみよう、と。

抽選で毎週4，000名さまに.グ(合計2方針ま)

3，000円(p-J)

• 

家Jtをあずかる主婦1:Lで、~用品の

有雌さは身にじみますLその気持を大

切に、こtしのお中元を選ぴfよいもの。

昧の繋KKの詰合せは、お却ユみの

;調味料力も月焼の弘「かつ3が~l.J

「コーヒてJま亡バラエティも

~~l{;o素直lご富んでL、主こだ

ける実用品ばかりですユ

お{直だんも>l!ぴやす〈

1，0∞円からl万円まで

19品種ぞろいました。

、b

期間=6月1日→7月5日(5週間)3，000円(G-J)
r 

， 

& 
@ヨ吾-t"....j由周踊試創土

75・G2'0• 



(4') て朱咽目，昭和50隼 8月1。目壬~国-f.帝人 Æ斤陣'j~f務包型車雲師契勿認可3〈ロミ管のペーさ，>Giñ者462~雪:.)傭~24号

世
界
の
目
を
見
は
ら
せ
る
も

か
つ
て
日
本
の
経
済
的
進
歩
は
、

の
が
あ
っ
た
が
、
今
日
い
ろ
い
ろ
な
公
害
や
天
然
資
源
浪
費
の
反

省
を
促
が
さ
れ
て
い
る
e

こ
れ
は
、

男
性
主
導
の
社
会
の
な
か
で
、

9

三
食
昼
寝

女
性
が

っ
き
4

を
よ
し
と
レ
た
安
易
さ
に
も
責
任
が
あ
る
e

も
レ
、
生
み

-
育
て
・
生
産
レ
、

消
費
ナ
る
と
い

5
人
聞
の
行
為
を
、

男
性
と
左
も
に
担
っ
て
い
く
な
ら
、

-と確
信
ナ
る
の
で
あ
る
。

女
性
が

人
類
の
調
和
は
実
現
さ
れ
る

か
ね
て
、
女
性
に
よ
る
平
和
促
進
を
紙
是
と
ナ
る
本
紙
は
、

際
婦
人
年
に
当
た
り
、

国

目
覚
め
る
婦
人
と
鳥
心
的
企
業
の
対
話
を

願
い
、

こ
こ
に
特
集
函
を
設
け
た
次
第
で
あ
る
@

全

国

婦

人

新

聞

社

東
京

・
日
本
橋
小
網
町
に
あ
る
キ

ッ
コ
ー
マ
ン
社
舟
尋
ね
た
と
き
、
ま

ず
同
象
曽
~
っ
た
の
は
玄
子
社
員
の

礼
儀
正
し
さ
で
あ
っ
た
。
お
茶
を
捺

げ
も
つ
卒
つ
に
し
て
選
ぶ
利
害
嫌
に

ふ
と
伝
統
と
純
日
衣
の
匂
い
を
感
じ

た
。
と
乙
ろ
が
、そ
の
最
主
依
統
的
な

日
本
的
な
味

・
醤
油
田
を
、
昨
界
の
味

に
ま
で
広
め
た
の
も
こ
の
キ
ッ
コ
ー

マ
ン
で
あ
る
。
そ
シ
」
今
で
は
、
新

し
い
感
覚
の
マ
ン
ズ
ク
イ
ン
や
デ
ル

モ
ン
テ
の
ト
マ
ト
製
品
を
主
力
商
品

と
し
γ
、
三
本
立
て
の
多
角
経
営
に

乗
D
出
し
た
の
私
v
人
の
知
る
と
こ

〆
乃
.
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
い
た

だ
い
た
の
は
マ
ン
ズ
ヲ
イ
ン
株
式
会

社
々
長
・
茂
木
七
左
衛
門
一
民
。

茂
木
霊
試
は
ク
イ
ン
づ
〈
り
の
心

を
納
心
に
請
っ
て
く
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
ど

pυ
〈
ま
た

お
醤
油
尽
さ
ん
が
ヲ
イ
ン
づ
〈
り
を

l、

と
伺

2、
茂
木
氏
は
い
示

乃
な
ヲ
イ
ン
の
本
を
示
し
な
が
ら
、

「
キ
y
コ
1
マ
ン
は
創
業
以
来
、

占
宮
純
粋
な
も
の
、
ド
宮
自
然
な

も
の
M

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
ヲ
イ

ン
餓
(
づ
〈
)
り
は
、
や
は
り
醤
油

の
雌
造
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の

で
す
」
と
、
楽
し
そ
う
に
論
る
。

ヲ
イ
ン
と
い
え
ば
、
す
ぐ
さ
ま
フ

国際舞台ても連続金賞
茂木七左衛門社長マンズワイン

∞∞∞∞∞∞∞∞oc， 

一フン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
や
ド
イ
Y
の
フ
が
、
日
本
で
は
岨
和
田
容
に
や
っ

イ
ン
モ
1
ぜ
ル
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
と
一
人
牛
乳

一
本
分
の
ク
イ
ジ
を
飲

る
が
、
ョ
l
ロ
y
パ
の
気
候
と
異
な
粁

τや
つ
に
な
っ
た
の
で
す
。
で
も
近

っ
た
高
温
多
湿
な
日
本
の
ぷ
と
つ
は
い
将
来
、
日
本
人
も
溜
や
ピ
1
ル
と

ヲ
イ
ン
に
は
不
向
去
互
い
わ
れ
て
い
問
じ
ょ
っ
に
ヲ
イ
ン
を
食
事
時
に
い

る
。
そ
の
尺
茂
木
民
は
問
権
に
答
っ
し
ょ
に
飲

V
民
う
に
な
る
で
し
ょ

日

そ

く

れ

た

。

え

で

す

か

去

「

で

は

業

界

が

一

斉

「
私
ど
在
、
日
本
の
安
v
つ
に
に
ク
イ
ジ
畑
に
進
出
し
て
き
晶
子
だ

み
吉
本
の
ク
イ
ン
隈
り
を
心
が
け
が
、
マ
ン
ズ
ヲ
イ
シ
の
創
韮
露
は

て
い
ま
す
。
気
候
、
風
土
と
払
最
も
な
か
な
か
受
け
い
れ
て
も
ら
え
ま
せ

理
想
的
な
ぷ
ど
フ
郷
と
い
わ
れ
る
甲
ん
で
主
ね
・
:
:」

州
盆
地
の
方
寿
慶
一
宅
、
日
本
の
申
と
い
う
の
ミ
ク
イ
ン
と
い
え
ば

州
ぷ
ど
っ
を
ほ
じ
め
可
世
界
の
良
質
日
本
人
に
は
あ
の
赤
い
甘
っ
た
る
い

の
ヲ
イ
ン
を
つ
く
る
良
債
の
康
斜
用
果
実
酒
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
消
費
者

ぷ
ど
2
ぞ
殺
活
し
ず
¥
日
本
の
土
駁
が
本
物
の
ヲ
イ
ン
の
味
に
な
か
な
か

に
通
主
~
醸
造
問
ぶ
ど
フ
ぞ
開
発
な
じ
め
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
日
本
で

し
、
日
本
の
風
七
に
符
づ
た
ヲ
イ
ン
の
ク
イ
ン
の
発
迭
を
揺
ら
せ
た
と
も

か
』
眠
る
の
で
す
」

重
一わ
れ
て
い
る
が

「
い
や
あ
は
じ
め

ヲ
イ
ン
は
ぶ
ど
っ
と
い
わ
れ
・
9
ほ
は
お
前
の
と
ζ
乃
の
ク
イ
ン
は
ず
っ

ミ
ぷ
ど
フ
づ
く
り
が
そ
の
使
命
。
ば
い
じ
ゃ
な
い
か
と
よ
ノ
ミ
恵
れ
ま

本
物
を
求
め
て
確
か
さ
を
創
造
す
る
し
て
ね
:
:
:」
と
、
茂
木
向
は
苦
笑

キ
y
コ
l
マ
ン
の
氷
年
ー
っ
て
ま
v
た
す
る
。

限
造
筏
両
側
と
心
は
こ
こ
に
生
か
さ
れ
ア
メ
H
J

カ
の
往
年
の
ス
タ
1
、
ハ

る
。
そ
し
て
申
州
ぷ
ど
つ
か
ら
岡
田
ら
ン
フ
リ
JI
・
ボ
ガ
l
ド
に
も
似
た
風

れ
た
マ
ン
ズ
ヲ
イ
ン
が
、
四
六
七
貌
の
茂
木
民
は
、
こ
よ
な
く
ヲ
イ
ン

年
と
越
秘
し
て
悶
際
ク
イ
ン
コ
ン
ク
を
学
レ
、
人
さ
ま
に
お
い
し
い
ク
イ

1
ル
で
金
銭
を
M

簿
K
そ
の
優
秀
ン
宍
よ
除
つ
ひ
た
主
目
な
と
こ
ろ

『
易
実
証
し
て
み
せ
た
。
は
老
舗
の
臼
認
を
風
わ
せ
る
。
で
も

「
フ
タ
ン
ス
で
は
ク
イ
ン
の
一
人

一
方
で
は

「い
や
伝
統
に
あ
ぐ
ら
を

当
た
り
の
年
間
消
賞
慣
は
.白
川
帥
で
す
か
い
て
い
て
は
い
け
な
い
よ
。
常
に

-
j
i
-
-
-
3
・3
4
新
レ
く
、
種

的

で
な
く
て
は
、
ね

一
ッ
、
亨

・」

久
わ
き
の
社
員
を
促

.
J
J

一ハト
ト
ぃJ
・J
・

日

し
て
、
そ
の
単
新
伎
を
強
調
占
9
るの
y

l
 

…

.Ul--川'
一一パ

“
主
れ
な
い
。
そ
の
き
葉
通
り
マ
ン

引

4
1
m
l
一
ズ
ヲ
イ
ン
の
生
い
た
ち
は
、
烈
閣
の

2
1
μ
fト
M
・
1e一

…
御
時
国
子

・
市
川
染
五
郎
の
キ
ャ
ラ
ク

…

仰

す

r
k
h円
1
…

…
タ
l
に
相
似
返
っ
。
そ
し
て
染
五
郎

一

ー

し

pr比一
一川

一
夫
妻
じ
て
日
本
中
の
護
L

「夫

l

-

-

一

ィ

j
J
…
婦
で
ク
イ
ン
」
を
、
与
す
め
る
の

…
も
な
か
な
か
お
い
さ
ゆで
あ
る
・

話与

Jl1¥が'3¥れあう白馬の夏休み

-参加費問(翁4日〉
@母親とこども1)1.の務会 22，0∞何(2人分〉

@母親とこども2人の場合 25，0∞向。人分品

。母親とこどもS人の場合 35，0∞円(4人分〉

*'この費用には、交通費・合;白書t・食費・教材nな
ど、すべてが含まれτいます.
・お申込みの方法

参加ご希望の方は、次の事疫を記スのうえれiJ:岩で
お申込み〈ださい.

@参加されるお4なさんと児童の氏名・年令t児童低学
年も)@保護者{お父さんなど}の氏名・年令・聡~

@住所・郵便番号@臨番号儲望金制般から

第3希望ま1:")

・締W~6Jn4飯野含舗践者有望倉

抽選のうえ6ß笥a掛:t~ご遊詩"が~iユ

fハガキの宛先3
守1 0"4 築家者~.p泉区銀座争S-7 繍自!!~

』 信越放送東京支社内

信菱商事骨得の島怨裳器事器局

宮ω(512)0踊aω
.医務軍事l1.'時1IlC.J!司ド4蝿膨'
ヰ前1011f世ι令有量E時企て:0.
~'II.俗ζ迄."なa.o.

お父さんやお母さんと相談Lょう

-参加できる人
小学生や中学低学年の生主主で.お母さんといっしよ

ならだれでもOKです.
※ただし、 新宿駅を朝早〈出発しますので、新宿ま

での交通の使を考えておいてください.
~1~ ，. -r;;{'J.. 也、l....'l

・開催地長野県託委曇訴白馬村飯森地区

首脳誕の商船切64]jm'の簡約制憾です.

・~通機関新宿駅より列率で

・宿泊B値段白馬村の良品ー家族ど左紅白首震.
・生活指導ガールスカウトの1失・ダー30名

・医療筋設 総会診療所ほか6~所の医院

・開催期間(1会期3治4日〉。7/24備-27(日 0 8ノ9出....12iJj・7/27但1)-30桝 . 8/12必-1弘1IJ・7/30側一8!21.:t) ・8/17(1問-20依i
08/3 (的-6榊 . 8/2柑q-:!3(土)・8/6制申告白金 ・8ノ'Z3W-2化1;)
・募集人質 1.5∞~
お申込み多量kの場合弘舗還r=f.t"~けのでご了承
ください.

J
色
面
・
3
~

tma
、

健康な身体!之健全な精神を/

白馬の自然の中で

生き否力と規律を身につけよう

〈宙と予の自然教室>1こ
きみち参加しよう

-キャンプファイヤーにぎやかにみんなで歌おう

・野菜とリ広い野菜畑でと~がいも堀りなど

・JJJあそびJj，)IJで糸とりなど

・2匹:aあそぴ草笛や花節りなさ
・手づ〈り教室水で~rうや変わι細工など

・もちつき民宿のおとさんと楽しいおもちつき

・ハイキング野や山や林を元気に歩こう

.Jf外炊飯みんなでつ〈っておいし〈たぺ土う

自
然
は
友
だ
ち
/
薮
旅
で
鴇
控
ぅ
，J
け
れ
ど

東
京
に
は
吉
宗
安
心
し
ず
遜
ベ
司
令
ょ
っ
な

自
然
が
な
い
i

l。

そ
円
ポ
悩
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
が
、
い
か
に
多

い
か
.
小
学
位
新
聞
に
掲
出
賦
さ
れ
た
「
母
と
チ

の
自
然
数
蚕
」
参
加
者
募
集
の
広
告
は
大
き
な

反
響
所
主
主
C

起
こ
し
た
。

乙
の
企
画
は
爽
窓
辺
住
の
母
と
子
宍
長
野

県
白
馬
村
に
=
一
泊
四
日
の
カ
刀
キ
ュ
一
フ
ム
で
案

内
しょ・

2
』
い
う
も
の
。
昨
年
の
夏
体
み
に
初

め
て
実
施
主
ι
と
こ
会
一

、
五
O
O
人
の
参

加
者
会
員
か
ら
下
山
の
ふ
れ
合
い
を
体
験
レ

た」

「ふ
る
さ
と
に
帰
っ
た
よ
う
」一、
い
の
ち

が
ふ
く
ら
ん
ど
4
た
い
」
h
予
期
以
上
の
感
謝

の
一
戸
が
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
今
年
は
、
働
ノ
必
と
ネ
左
も
#
b
u
o

家
同
胞
を
対
象
に
1

五
月
三
日
か
皇
五
日
ま
で
一

一

泊
三
臼
で
H
平
少
」
も
の
日
と
母
の
日
の
プ
レ
ゼ

y
ト
H

と
レ
て
全
額
岬
閉
山
梨
抱
待
し
た
。

「
竹
と
ん
ぼ
や
水
て
っ
ぽ
う
宏
子
伊
り
し
た
D

山
菜
と
り
に
興
じ
た
平
左
も
た
ち
の
明
る
い
笑

顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
令
ス
ナ
y
プ
写
真
は
小

さ
な
ア
ル
バ
ム
に
盤
穆
レ
え
-
軒
ず
つ
お
絡

む
す
ゐ
の
で
す
」
と
、
一
一
一
妥
商
事
広
報
護
官
官
代

仔
の
械
木
茂
夫
民
は
語
る
。
一
、信
越
放
送
の
後

援
、
白
馬
華
宵
一
貫
会
の
協
力
な

ζ
多
く

の
人
の
連
荷
の
結
問
恨
の
成
功
で
す
」
と
、
物
心

両
面
に
わ
た
る
総
合
性
乙
手
轟
か
志
社
会
を
建

設
す
る
と
い
わ
れ
る
。

な
お
、
乙
の
散
と
子
の
自
然
教
室
第
一
回
の

記
録
映
商
が
「
よ
司
会
え
る
心
の
之
と
と
題

し

て

室
、
震

警

護

な

ど

、
サ
ー
ク
ル

単
位
の
貸
出
し
に
応
じ
て
い
る
@
希
望
は
下
心

へ。=
一
度
商
事
隊
式
会
社
広
報
釜

字
削
千
代
田
区
丸
の
内
ニ
1
六
l
=
一

主催:三菱商事株式会社{社会環境室〉後段:信越放送株式会社

協カ:長野県白馬村/白馬村教育委員会/白馬村飯森地区
合参加者会員に来じいバッジを

記念としτさしあげます.


